
草間彌生と須藤康花。現在、松本市美術館で展覧会が開催中の松本
ゆかりの2人の天才芸術家について展覧会担当学芸員がお話しします。

［しぶたみ あきら］
松本市美術館の美術担当係長（学芸員）。同館が開館し
た2002年から草間彌生の常設展示を担当。
特別展「須藤康花 ─光と闇の記憶─」も担当している。

須藤康花《夢幻 2》2001 年頃 油彩・画布

須藤康花《抱懐》2007 年頃 銅板・紙

渋 田 見 彰
おはなしする人

13:30~ 定員60人どなたでもトークイベント

松本市中央図書館
蟻ケ崎2-4-40（国宝旧開智学校北隣）

3/10 日2024

@

お申し込みは
こちら（電話も可）
参加無料

草間彌生と須藤康花

特別展「夭折の画家 須藤康花 ─光と闇の記憶─」
 ＠ 松本市美術館　3月24日日 まで

LIBRA~RELAY MATSUMOTO
「出会う つながる ガク都の広場」─図書館は人と人をつなぐ場所。地域で活躍している方との不定期おしゃべり会です

ライブラリレーまつもと

松本市中央図書館 TEL 0263–32–0099 https://www.lib.city.matsumoto.lg.jp/FAX 0263–37–1148
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